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江
別
市
と
近
隣
市
町
村
を
含
む
地

域
に
お
い
て
、
持
続
可
能
な
地
域
医

療
提
供
体
制
を
確
保
し
つ
つ
、
市
立

病
院
の
経
営
強
化
を
着
実
に
推
進
す

る
た
め
、
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
踏

ま
え
て
「
江
別
市
立
病
院
経
営
強
化

プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
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計
画
の
対
象
期
間

　

対
象
期
間
は
、
令
和
６
年
度
か
ら

令
和
10
年
度
ま
で
の
５
年
間
で
あ

り
、
こ
の
期
間
で
収
支
均
衡
を
実
現

し
、
累
積
欠
損
金
の
解
消
を
目
指
す

た
め
、
計
画
に
記
載
さ
れ
て
い
る
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

計
画
内
容
の
見
直
し

　

外
部
委
員
で
構
成
さ
れ
る
「
江
別

市
立
病
院
経
営
評
価
委
員
会
」
が
進

捗
の
点
検
・
評
価
を
定
期
的
に
行
い
、

そ
の
状
況
を
踏
ま
え
、中
間
年
度（
令

和
８
年
度
）
に
必
要
な
見
直
し
を
行

う
ほ
か
、
計
画
の
期
間
中
に
、
市
立

病
院
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
動
な
ど

が
生
じ
た
場
合
に
は
、
必
要
に
応
じ

て
計
画
内
容
を
見
直
し
ま
す
。

プ
ラ
ン
の
概
要　

　

次
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
経
営
理
念
を
基

本
的
な
考
え
方
と
し
た
上
で
、
公
立

病
院
に
求
め
ら
れ
て
い
る
持
続
可
能

な
地
域
医
療
提
供
体
制
を
確
保
す
る

た
め
に
、「
役
割
・
機
能
の
最
適
化

と
連
携
の
強
化
」「
医
師
・
看
護
師

等
の
確
保
と
働
き
方
改
革
」
「
経
営

形
態
の
見
直
し
」「
新
興
感
染
症
の

感
染
拡
大
時
等
に
備
え
た
平
時
か
ら

の
取
組
」「
施
設
設
備
等
の
最
適
化
」

「
経
営
の
効
率
化
」
な
ど
の
取
り
組

み
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

▼
実
現
す
べ
き
医
療
【
ビ
ジ
ョ
ン
】

　

地
域
の
医
療
を
つ
な
ぎ
、
地
域
に

密
着
し
た
医
療
を
提
供
し
、
地
域
の

発
展
に
貢
献
す
る
。

▼
ビ
ジ
ョ
ン
に
到
達
す
る
た
め
の

　
経
営
理
念

【自律】効果的かつ効率的に病院を運営し、一般

会計に依存しない自律した病院経営を目指す

【連携】地域の医療機関とネットワークを創り上

げ、市民が最適な医療を享受できる体制を構築す

る

自律

柔軟

迅速

連携

【柔軟】環境の変化に柔軟に対応し、持続的に医療

を提供できる病院経営を目指す

【迅速】状況変化や環境変化（国の制度変更・人口

動態の変化など）に迅速かつ的確に対応する体制を

構築する

　市立病院が提供する医療の認知度は「救急医療」、「感染症医療」、

「がん手術」が高い結果となり、重要度が高いと思う医療は「救急医療」

「外来診療」「入院診療」が回答の半数以上となりました。

　また、「小児医療」「感染症医療」「災害医療」「周産期医療」などの

政策医療は一定の重要度が認識されていることが確認されました。

市民アンケート調査結果（令和 5年度実施）

　経営強化プランの策定に向けて、市民 2,000 人を対象とするアン

ケート調査を実施しました（回答者 661 人、回答率 33.1%）。

　本計画は市立病院や市内公共

施設などで配布しているほか、

下の二次元コードから見ること

ができます。

　この結果を踏まえ、市立病院は公立病院に求められる政

策医療を担いつつ、地域医療連携の取り組みを進め、持続

可能な医療提供体制の確立を目指して取り組みます。
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【今後求められる医療機能の重要度】（回答数）
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（1）役割・機能の最適化と連携の強化
①地域医療構想を踏まえた市立病院の果たすべき役割・機能

　・地域の基幹的医療機関として入院機能を強化

　・医療との接点（入口）となる健診事業を強化

　・早期発見と緩和ケアに重点を置いたがん診療体制の構築

　・市内の医療機関、関係機関と連携し、市民の命を守る救急  

　医療体制を確保

　・病院の総合力を活かした高齢者医療の充実

　・安心して子どもを産み育てられる環境づくり

②地域包括ケアシステムの構築に向けて果たすべき役割・機能

　・認知症高齢者とその家族を支える医療の充実

　・健康寿命の延伸に向けた健診事業の充実

③機能分化・連携強化

　・市内の医療機関との連携を強化し、紹介・逆紹介を推進

　・札幌市内の専門的な医療機関との連携を強化

　・広域ネットワークの構築

「紹介受診重点医療機関」の導入を踏まえた取り組みの方向性
〈イメージ〉

④医療機能や医療の質、連携の強化などに係る数値目標

⑤一般会計負担の考え方

　・自律的な経営と政策医療などに対する公費負担によって収

　支均衡を実現

⑥住民理解のための取り組み

　・年齢層、地域特性などを踏まえ、戦略的に広報活動を展開

▼ 経営強化プランの一部を紹介します

R4 年度【基準】 R10 年度【目標】

救急搬送患者数 1,139 人 1,800 人

紹介率 10.5%（19.4%） 50.0%

逆紹介率 13.3%（24.3%） 40.0%

健診受診者数 3,667 人 6,900 人

（2）医師・看護師などの確保と働き方改革
①医師・看護師などの確保

　・担うべき医療の重点化を図り、医療従事者の確保を計画的

　に推進

　・大学医局との関係構築・強化に努め、内科診療体制を構築

②臨床研修医の受入れなどを通じた若手医師の確保

　・働きがいのある魅力的な病院を目指し、教育体制と研究環

　境を充実

③医師の働き方改革への対応（元気が出る組織づくり）

　・「元気が出る組織づくり」に取り組み、病院全体で働き方

　改革を推進

（3）経営形態の見直し
・地方公営企業法全部適用の効果を継続的に検証

（4）新興感染症の感染拡大時などに備えた
　　平時からの取り組み
・関係機関との協力体制を強化

（5）施設・設備などの最適化
・必要な医療を安定的に提供するため、外部改修工事を実施

・電子カルテシステム等を最大限に活用し、医療 DX を推進

（6）経営の効率化など
①経営指標に係る数値目標

②目標達成に向けた具体的な取り組み

　・病院事業固有の専門性と経営感覚を併せ持った事務職員の

　育成と確保

　・経営と医療の質の向上に向けた計画的な人材育成の推進

　・DPC 運用の最適化や医療機関別係数の向上に向けた取り組

　みを推進

③経営強化プラン対象期間中の各年度の収支計画

R4 年度【基準】 R10 年度【目標】

給与費対医業収益比率 56.3% 58.0%

1 日当たり入院患者数 175 人 215 人

入院診療単価 48,852 円 57,965 円

常勤医師数 36 人 47 人

企業債残高 51 億円 34 億円

一時借入金残高 9億円 9億円

R6 R7 R8 R9 R10

純損益 △ 2.8 億円 1.6 億円 4.0 億円 4.2 億円 4.7 億円

点検・評価・公表

　「江別市立病院経営評価委員会」

による点検・評価を実施し、公表し

ます。各年度の点検・評価の結果な

どを踏まえて、必要な見直しを実施

します。

救急
健診

センター
一般外来

【市立病院】

【市内診療所】

紹
介
（
50
％
以
上
）

逆
紹
介
（
40
％
以
上
）

紹介受診重点医療機関
　かかりつけ医などからの紹介状を持っての受診に重点を置いた病

院を指します。手術・処置や化学療法などを必要とする外来、医療

機器・設備を必要とする外来などを行います。

※（）内は発熱外来
を除く

※（）内は発熱外来
を除く




